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て霞ヶ浦に注ぐ桜)1の西岸には，標高 20~ 30 mの筑波台地が南北にひろがっている。その北
東部には北に向かつて舌状に突き出したいくつかの小台地が認められ 桜塚古墳ーはそうした活
状台地先端部の標高 25m付近に立地している(第 l図4)。
桜塚吉墳が位置する桜川中流域には多くの古墳が分布しているが(第 1I~) ， とくに桜塚古
墳が所在するつくば市水守付近には大型古墳が集中的に認められる。桜塚古墳より 500mほど
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G トレンチ)では地山削り i虫しによる境丘裾部が検I ¥され，その平面形は弧状に復元されるこ
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1979 :q三の調査で設定したAトレンチの延長線上にrlm1.0 11， 墳丘規模を明らかにするため，











? ?不明土師器片 i点が出土したが，かわらけ片 i点，弥生j二器片3点，本トレンチからは，
首長)(薄木確に古墳に伴う遺物は確認できなかったD
3. Jトレンチ(第3図)





















2012年の調査では G-l ~ 3トレンチにおいて西側くびれ部付近の墳裾部が確認された。
そこで，それらのトレンチと墳丘主41を挟んで対称となる墳丘の東側に K トレンチを設定し
東側くびれ部の確認をおこなうこととした。









































主J三部の形状を硲認するため.墳丘の西i!~lj に M トレンチを設定した。墳丘主車11 に直交する




さらに，東端より 3.5111ほどit!:iに進んだ標高 25.8m され，そこから習に緩斜面が確認された。
の地点で地U-'の落ち込みが認められ
1 
































第 5/2l 平安時代以降の/:l:土遺物 (S= 1 : 4)











厚めに成形されている。 4はK トレンチ第 3J脅から出土したロクロ糸切平jまの土mni器で、ある。
以上の 1~4 と同様の土器は周辺遺跡にも認められ lの土日i!i器斐はつくば市島名熊のiJ_J遺
跡から出土している o 1 の法量と器71~ を島名熊の山遺跡の土 l~fIï器斐と比較すると， 1 は稲田義
弘の分類による第 16期 (10~ 1世紀)に認められる(稲田 2002)02は11l(土位置から lと同
時期の須恵器蓋の可能性がある。 3は法量と器形より，比毛君男による編年の中世E賠 (13世
紀後葉~ 14世紀前半)， ) 1村尚1専による編年のIIJm (13 世紀後葉~ 14世紀前葉)に該当する
ものと考えられる(比毛 2009. )1村 2007)。また 4は比毛編年の中世 I期(12 世紀~ 13世
紀前葉)に， )1村編年の 1-1・2矧(1 世紀後半~ 13世紀中葉〉に該当するものとみられる。
1 .2は竪穴住居跡の議直上から出土しており，同住居跡に伴う遺物と考えられる。前年に
0-1 . 0-3トレンチで検出された竪穴住居跡と時期が近いことから，墳丘西側には 1世紀前後
の住居が複数営まれていた可能性が高い。墳丘東側では 溝状遺構(堀)の最下層から 3と4







主丘音rsについては，墳丘西側の M トレンチで墳端が検出されるとともに，墳丘東側の j ト
レンチでも墳端が検出されたことによ IJ，後円部とみてよいことがあらためて確認された。す







1m方部については， K トレンチ L トレンチ及びG-2トレンチ拡張区において墳端の検出を
目指したが，必ずしも十分な成果は得られなかった。すなわち，東側くびれ部の検出を!ヨ的と










































1安e川下流域から霞ヶ浦南岸域及び北浦沿岸域にかけては 土irlrl1王塚古墳 潮来市浅 1M!塚古墳.鹿 II!!~
-m伊勢山古墳などのように，前方吉15が!謂かず謹線的な形態をもっ前期前方後円墳が分布している。
6) 常|珪における前期古墳の墳丘形態については， 日高慎(日高 1998)，塩谷修(塩谷 2000)，井博幸(井
2014) らによる分析があり，桜塚、，~ïj1~の墳丘形態を考える際にも参考になる点が多い。
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